
平成31年１月１日発行
【天草市社会福祉協議会】

社協だより

【記事内容】
○新年のごあいさつ
○平成30年度あまくさ福祉まつり・作品展
○中高生と中村五木天草市長とのボランティアトーク
○歳末ふれあいのつどい2018
○その他福祉サービスのご案内

第54号

パ
パ
、マ
マ
、見
〜
つ
け
た
！

表紙： 天草福祉まつり作品展にご出展いただいた写真
特選　小平 千鶴 様（御所浦町）
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新
年
の
ご
挨
拶

会長

中村　五木

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
天
草
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
事
業
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
は
地
震
や
豪
雨
災
害
な
ど
自
然
災
害
が
多

く
発
生
し
た
年
で
も
あ
り
、
西
日
本
の
広
範
囲
が
襲
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
被
災
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
広
島
県
の

呉
市
と
三
原
市
へ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
支

援
に
職
員
を
派
遣
い
た
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
も
地
域
で
「
安
全
」
に
、
そ
し
て
「
安
心
」
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
出
来
る
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
地

域
に
お
住
い
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
困
り
ご
と
に
耳
を

傾
け
、
問
題
の
解
決
を
図
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
支
え
合
え

る
支
援
体
制
の
構
築
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
福
祉
の

担
い
手
と
し
て
役
職
員
一
同
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の

一
年
が
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

（災害ボランティアセンター
　設置訓練）

（ワークキャンプ）

（新入生お祝い事業）
（ファミリーサポートセンター）

（病後児預かり
　サポーター養成講座）

（介護職員初任者研修）

（墓地清掃管理サービス）

一人暮らしの高齢者を招いた
（おばあちゃんのひな祭り）

ふれあい七夕事業
（子ども民生委員活動）

～繋げよう
　みんなの力～

～小中高生の
　福祉体験学習～

～黄色い帽子で
　　安全・安心～ ～支え合う地域

　子育て応援隊～

～子どもの安全
　　　守ります～

～資格取得で
　スキルアップ～

～お墓の清掃管理で
　　　お困りの方へ～

～桃も笑顔も満開に～

～願いと笑顔を
　　　笹にのせ～

に暮らせる
福祉のまちづくり』

『
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▲表彰式の様子

場所：天草市民センター展示ホール

▲オープニング
市民合唱団『杉の子コール』

・天草市立本渡中学校・天草市立稜南中学校・天草市立本渡看護専門学校　
・熊本県立天草拓心高等学校・熊本県立天草工業高等学校・熊本県立天草高等学校　
・ボーイスカウト天草第１団・ガールスカウト熊本第21団（順不同・敬称略）

　初めに、テレビ放送された映像で濱田理事長の活動紹介があり
ました。その中で、「自分も人生でいろいろなことがあったが、人
との出会い、支えがあって今の自分がある。また、被災した直後は、
どうしても暗い気持ちになることが多いので、早めに被災地支援
に出向くことを心がけており、被災地支援では、自分にできるこ
とをできる時に行う」と語っていらっしゃいました。
　濱田理事長は、雲仙普賢岳火砕流の災害をきっかけに全国の災
害被災地にラーメンを届ける活動を行っておられ、提供されたラ
ーメンは、10万杯を超えています。講演の中で、「人との出会い
を大切に。ラーメンで人を笑顔にできることの幸せを感じながら
日々活動を行っている」と話されたことが印象的でした。

皆さん、ありがとうございました（＾＾）！協力をいただいた運営スタッフ協力校等

あまくさ福祉まつり

▲開会
天草市民生委員児童委員

協議会連合会
会長　山田　元信

▲主催者挨拶
会長　中村　五木

▲来賓挨拶
天草市議会議長
古賀　源一郎 様

▶
講
師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
　
九
州
ラ
ー
メ
ン
党

　
　
理
事
長
　
濱
田 

龍
郎 

氏

▶
閉
会

　
天
草
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
連
絡
協
議
会

　
会
長
　
横
山 

加
奈
子

　10月28日（日）、天草市民センターにて「平成30年度あまくさ福祉まつり」を開催し、多くの方々に
ご来場いただきました。
　ホールではオープニング、講演会、優秀作品表彰式を行いました。その他、展示ホールでは、「ボラ
ンティア活動紹介・ふれあい体験コーナー」を設けました。第３会議室では、ペアレントメンター事業
の紹介、屋外では「福祉施設による展示即売会」、「加工グループによる食品販売」、体育館では、作品展、
相談コーナー、介護機器展示、あまくさシルバーファッションショーＤＶＤ上映など行いました。ご来
場いただき誠にありがとうございました。

式　　典

優秀作品表彰式・閉会

ボランティア活動紹介＆ふれあい体験コーナー
いろいろな体験ができました！　～絵手紙・折り紙・音声訳・活動紹介・相談など～

場所：天草市民センター体育館作品展＆シルバーファッションショー写真展＆相談コーナー
～介護機器・脳年齢・血管年齢診断など～

場所：天草市民センター屋外ふれあい広場
～加工グループ・福祉施設の物品販売・街頭募金・炊出し訓練・煙体験など～

平成30年度

講演会 「人は人のために生きてこそ人」

▲作文朗読の様子



7 6

あまくさ福祉まつり作品展 優秀作品集 「笑顔」と「想い」の作品大集合
絵画部門

五和小 １年　尾下　香帆
「きょうだい」

五和小 ４年　西﨑　遥
「『新しい家族』　　
　～愛犬の小梅～」

五和小 ３年　三浦　莉子
「弟の笑顔」

亀川小 ５年　大塚　由依
「うれしいな、桜の下で
　　　　　ハイポーズ！」

五和小 ６年　泉　陽仁
「バーベキューの後の
　　　　　　記念撮影」

天草小 １年　岩下　綺梅
「キューってないたよ」

本渡東小 ２年　三山　結生
「子ねこが生まれてうれしいな」

【小学生　中学年の部】
本町小 ４年　岩﨑ことは　「未来の天草をきずくために」
本町小 ４年　西生　加恋　「天草のごみをへらそう」

【小学生　高学年の部】
新和小 ６年　柳野　春香　「母の仕事を見学して」
有明小 ６年　坂元　愛彩　「麗洋苑のワークキャンプを通して」
栖本小 ６年　稗田琉衣児　「これからの生活をよくするために」

【中学生の部】
本渡中 １年　前川　晴凪　「私ができる手助け」
河浦中 ３年　登　　青空　「ガイドボランティアを通して」
本渡中 ２年　田中　練磨　「熊本地震を通して」

作文部門標
語
部
門

倉
岳
中 

３
年
　
大
久
保
　
茉
海

福
祉
と
は

　
み
ん
な
の
笑
顔
を

　
　
　
　 

守
る
も
の

河
浦
中 

３
年
　
大
野
　
華
美

優
し
い
手

　
笑
顔
を
生
み
出
す

　
　
　  

た
か
ら
も
の

倉
岳
中 

３
年
　
髙
口
　
顕
太
郎

つ
く
り
た
い

　
笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　 

我
が
地
域

御所浦町　尾﨑　亜津美
「笑顔も桜も満開」

御所浦町　小平　千鶴
「パパ、ママ、見～つけた！」

天草市立五和小学校
　校長　西川　哲夫 様

天草市立御所浦中学校
　校長　遠山　光昭 様

写 真 部 門

港町　蓑田　誠
「１歳！大きくなーれ」

書
道
部
門

学校賞

た
く
さ
ん
の
ご
出
展
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
紙
掲
載
は
、
特
選
の
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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　11月13日、14日、21日、22日の４日間で開催
した｢平成30年度　市民後見人養成講座（実践編）｣
が終了しました。
　成年後見制度に関心がある方や地域における社会
貢献活動としての市民後見人に関心がある方を対象
に、14名の方が受講され、皆さん熱心に聴講されま
した。

　あまくさ成年後見センターでは、誰もが地域で
安心して暮らすことができる社会を実現するた
め、認知症や障がいなどで判断能力が十分でない
方の生活を身近で支援し、後見活動を行う「市民
後見人」の養成等の取り組みを推進しています。
　今後、成年後見制度のニーズが高まる中、新た
な担い手として、身近な住民による市民後見人の
養成は、ますます期待されているところです。
　今後も多くの方が受講をされて、社会に貢献さ
れることを期待しております。

本人の権利を守る援助者（成年後見人等）を
選ぶことで、本人を法律的に支援する制度

天草市権利擁護人材育成事業
平成30年度 市民後見人養成講座を終了

市民を育成　今後の活躍に期待

あまくさ成年後見センター
☎0969－32－2552事務局：天草市社会福祉協議会　福祉のまちづくり課内

お問い合わせ先

成年後見制度とは？

お気軽に
ご相談ください

相談
無料

天草市福祉課障がい福祉係
課長補佐

天草市福祉課生活支援係
係長

天草市高齢者支援課介護給付係
課長補佐

天草市高齢者支援課高齢者福祉係
参事

「天草市の現状・地域の課題」
「関係制度・法律」

紫藤 千子 氏

紫藤社会福祉士事務所
社会福祉士

「成年後見制度の基礎」

上 剛司 氏

池田 良一 氏

矢田 哲也 氏

久保 　賢 氏

園田 雄一 氏

司法書士・行政書士
上剛司事務所
司法書士

「市民後見概論」

小浦 良介

天草市社会福祉協議会
福祉のまちづくり課生活支援係長

「対人援助の基礎」

田中 芳典 氏

あまくさ法律事務所
弁護士

「民法の基礎」
「個人情報保護」

あまくさ福祉まつり作品展 優秀作品集

絵画部門

天草支援学校書道部門

版画部門

小学部　生田　晴
「思いやりの気持ち」

小学部　橋本　龍介
「しあわせなえがお」

中学部　丸本　浩高
「いのししの　　　
　　にげているすがた」

中学部　岡田　浩季
「にわとり」

中学部　福島　史哉
「花火とぼく」

中学部　古賀　尚輝
「きょうりゅう」

よかよかタイム書道グループ作
「ともに」

今年度より熊本県立天草支援学校（金子恵助 校長）へ作品の募集をお願いしたところ、数多くの素敵な作品
をご出展いただきました。今回は、その中から特選及び入選に選ばれた作品とグループ作品を掲載させてい
ただきました。（順不同・敬称略）

高
等
部
　
濱
﨑
　
礼
哉

「
愛
」

高
等
部
　
松
原
　
翔
太

「
笑
顔
」

高
等
部
　
萩
野
　
雄
大

「
広
げ
よ
う
」

高
等
部
　
田
中
　
大
二
朗

「
海
」

高
等
部
　
中
野
　
佑
省

「
い
の
ち
」

高
等
部
　
堀
田
　
拓
夢

「
ス
マ
イ
ル
」



　
平
成
30
年
11
月
23
日（
金
・
祝
）、
天
草
市
役
所
庁
議
室
に

お
い
て
、
平
成
30
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月
間
啓
発
事
業
と
し

て
、「
中
高
生
と
中
村
五
木
天
草
市
長
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ト
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
天
草
市
内
の
中
学
校
よ
り
３
校
と
、
高
校
５
校
か
ら
各
１

名
ず
つ
計
８
名
と
、Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）
１
名
が
中

村
五
木
天
草
市
長
（
天
草
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）
と
、

「
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
に
つ

い
て
木
下
え
り
子
天
草
市
教
育
委
員
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
中
高
生
が
日
頃
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
内
容

は
、
海
岸
や
地
域
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、﨑
津
集
落
の
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
、
国
を
超
え
た
物
資
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
高
齢
者
と
の
交
流
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
識
が
高

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
か
ら
見
え
て

き
た
「
こ
れ
か
ら
の
天
草
に
ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

必
要
か
」
に
つ
い
て
も
ト
ー
ク
を
行
い
、
高
齢
者
に
向
け
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
必
要
性
や
公
共
施
設
な
ど
の
清
掃
活

動
、
環
境
問
題
に
関
心
を
持
ち
行
動
す
る
な
ど
多
く
の
意
見

が
出
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

広
げ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
に
つ
い
て
は
、
高
校

生
よ
り
、「
市
内
５
つ
の
高
校
が
チ
ー
ム
を
作
り
活
動
を
地

域
に
広
げ
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
中
村
市

長
か
ら
は
、「
活
動
を
広
げ
る
に
は
口
コ
ミ
が
一
番
。そ
し
て
、

皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
活
動
を
中
学
、
高
校
な
ど
学
校
が
連

携
し
、
チ
ー
ム
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
考
え
て
ほ
し
い
。

行
政
も
応
援
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
高
生
が
日
頃
か
ら
考
え
、
行
動
し
て
い
る
「
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
」
は
、
決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な
く
一
人
ひ

と
り
の
気
持
ち
、
思
い
や
り
を
カ
タ
チ
に
し
た
も
の
で
す
。

　
環
境
美
化
、
国
際
協
力
、
地
域
支
援
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
は
様
々
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
中
で
、

気
づ
き
、
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に
行
動
し
て
く
れ
る
子
ど

も
た
ち
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

天草市長
中村　五木 

牛深高等学校２年
畑中　美実

河浦中学校３年
濵﨑　まどか

天草市教育委員会　教育委員
木下　えり子

本渡中学校３年
宮本　結有

有明中学校３年
山川　祐佳

天草拓心高等学校２年
下門　彩花

天草工業高等学校２年
川口　来風

天草高等学校倉岳校２年
浦田　七海

（※敬称略）

◀対談のようす

▲集合写真

天草高等学校１年
中林　楓乃

ALT：Laura Weatherhead
（ローラ・ウェザーヘッド）

様々なボランティアのかたち、  語り合う様々なボランティアのかたち、  語り合う「中高生と中村五木天草市長とのボランティアトーク」「中高生と中村五木天草市長とのボランティアトーク」
平成30年度　ボランティア月間啓発事業

11 10
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（順不同）運営にご協力いただいた皆さん
＊浦島 美夜さん　＊手話サークルわかぎ天草グループ：勝村 利恵子さん、平井 幸さん
＊天草市地域婦人会連絡協議会本渡支部　＊天草市本渡南・北・西・東民生委員児童委員協議会
＊天草高等学校：矢取 旺太さん、田中 梨紗さん、笹原 茉由さん
＊天草工業高校：上野 莉奈さん、桑野 未羽さん、鶴田 理子さん、寺田 亜美香さん、稲尾 瑞歩さん、
　　　　　　　　猪口 拓磨さん、立尾 僚太郎さん、
　　　　　　　　山下 尚輝さん、吉中 龍斗さん、渡邉 翔太郎さん、立石 和史さん、山田 亮さん

ご出演頂いた皆様、ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。

歳末ふれあいのつどい2018～つながり ささえあう みんなの地域づくり～
　今年で72回目の赤い羽根共同募金運動が全国各地で展開されています。
　その中で、12月の１ヶ月間は、歳末たすけあい募金月間として毎年イベント募金に取り組んで
おります。本年度も12月９日（日）天草市民センターホールにて演芸会「歳末ふれあいのつどい
2018」を開催しました。
　天草市の各種団体、関係機関等に多数ご披露いただき、おもいやり・たすけあいの精神の啓発
普及を図り、得られた収益については、共同募金運動の一環として地域福祉の向上のために役立て
ることを目的に開催しました。

▲絆の会
舞踊「じょんがら女節」

▲天草相撲甚句会
相撲甚句「大関栃光」

▲天草市民生委員児童委員協議会本渡地区女性部
舞踊「今、咲き誇る花たちよ」

▲楠浦の堀切り唄保存会
堀切り唄「楠浦の掘切り唄」

▲花歌つむぎ
演奏「ぼくのポケット」「花は咲く」

▲淀川　博さん
歌謡曲「天草宝島音頭」

▲ケイティ（山崎 恵都倫）さん　ウクレレ演奏
「I don’t know my name」「Moon Light」

▲繁布美会
日本舞踊「日本橋から」

▲三絃錦の会
民謡「出雲木遣り唄」「秋田大黒舞」

▲坂東　繁布美さん
日本舞踊「高杉　晋作」

▲牛深ハイヤ　桃の会
「牛深ハイヤ」

司会　浦島　美夜さん
手話　手話サークルわかぎ天草グループ

▲宮﨑　真之介さん
童話発表「クワガタと少年」

▲マハナ・ティアレ・ナヘレ・フラ・ケイキ
フラダンス「ドゥー・ザ・フラ」「フキラウ」

▲社会福祉法人　南保育園
　琉球民舞「ミルクムナリ」

▲主催者挨拶　天草市共同募金委員会
　　　　会長　中村　五木

▲琉球國祭り太鼓
「島人の宝」「男の火祭り」

▲リカ子バレエスクール
「クラシックコンサート」

▲天草市地域婦人会連絡協議会亀場校区
　フォークダンス「ビンバンボン」「おおスザンナ」

▲本渡北幼稚園　合唱「楽しいね」
「ごんぎつね」「世界が一つになるまで」

▲小畑　重俊さん
　歌謡曲「北のほたる酒」

▲芳扇会
日本舞踊「せきれいの舞」

▲フラダンス池田
フラダンス「モキハナ・ララバイ」

▲登根の会
民謡「出船音頭」「おてもやん」
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　高齢化が進む中、倉岳町の宮田地区コミュニティセンターでは「地域
の人にコミュニティセンターに足を運んでほしい」との思いから、地区
振興会で話し合い、新たに地域の“集いの場”「図書室カフェ」を６月にオ
ープンされています。
　宮田地区コミュニティセンターでは、普段から９つの生涯学習活動（カ
ラオケ・麻雀・百歳体操など）を開催されており、新事業である「図書
室カフェ」設置後は、住民の方がゆっくり本を読みに来られたり、学習
活動や地域のグラウンドゴルフが終わった後の寄り場やお友達との待ち
合わせ場所など、地域の人が自由な時間を過ごす場所となっています。

支え合い み ～つけた
今回は、倉岳町の宮田地区コミュニティセンター「図書室カフェ」をご紹介します。

「介護支援ボランティア手帳」の更新と、集まったスタンプ

を天草宝島商品券に交換できる申請の時期です。

　「介護支援ボランティア」として登録し、活動を行うと活動時間に応

じてボランティア手帳にスタンプが押印されます。集まったスタンプ

はポイントに変換し、ポイントの数に応じた、天草宝島商品券と交換

できます。（上限5,000円分）

 対　　象　天草市に住所のある40歳以上の方

 登録方法　登録申請書を提出（天草市社会福祉協議会各支所で可）
 活動期間　毎年１月１日から12月31日まで
 活動内容　話し相手、お茶出しや配膳下膳の補助、支援が必要な高齢者のお宅での

ゴミの分別、電球交換等の手伝いなど
 活動場所　天草市が指定する介護保険施設や事業所、支援が必要と認められた高齢

者宅、市が行う介護予防事業会場など

　この事業は、天草市にお住いの40歳以上のみなさんが、市が指定した介護
保険の施設等でボランティア活動を行うことにより、社会参加、生きがいづ
くり、健康づくりを行い、介護予防に役立てていただくとともに、地域にお
けるボランティア活動を奨励・支援し、支え合いの体制を構築することで、
天草市がいきいきとした地域社会となることを目指しています。

※登録できる対象年齢が変更になりました。（平成31年１月から）

「介護支援ボランティア」に登録されている方は、手続きをお願いします。

1月は

～天草市介護支援ボランティア事業～

あなたも健康維持のために
活動してみませんか!!

地域情報をお聞きする
ため、おじゃまします!

地域の皆さんをつなぎます！

生活支援

グラウンドゴルフ
サロンや通いの場

民生委員児童
委員協議会の
定例会等

各地域で
意見交換会開催

移動販売車の
停留所や
商店等

地域ケア会議で、
把握している
地域情報を紹介

地域で
活動したい
人や事業所

お困り事の
ある人

ごみ出しが

つらい

地域で開催される
介護予防講座等

おじゃま
してます!!
おじゃま
してます!!

地域支え合い推進員とは…

買い物が

遠くて

困る

支え合いの地域づくりのお手伝いをしています！

目
　
的

お問合せは、天草市社会福祉協議会・各支所まで

えびす顔で暮らせるまちづくり

（天草市より受託）



♥お住まいの地域の問合せ先♥
本渡支所 ☎24－0100　 牛深支所 ☎72－2904　 有明支所 ☎53－0110　 御所浦支所 ☎67－3782
倉岳支所 ☎64－3895　 栖本支所 ☎66－3367　 新和支所 ☎46－3770
五和支所 ☎32－1076　 天草支所 ☎42－0678　 河浦支所 ☎76－1401

〈編集・発行〉社会福祉法人
〒863-2201 天草市五和町御領2943番地  ＴＥＬ（０９６９）３２-２５５２  ＦＡＸ（０９６９）３２-２５５１ 
E-mail：amakusa-cosw@amasha.jp   URL：http://amakusa-shakyo.jp天草市社会福祉協議会

平成30年度　終活セミナー

平成30年度　終活セミナー　カリキュラム

問い合わせ先 福祉のまちづくり課 地域福祉係 ☎0969-32-2552

～幸福だったと思える人生を送るために…
　　　　これからの「生き方」と「逝き方」～

し あ わ せ

い い

　昨今、「終活」という言葉をよく耳にしますが、どのようなことをしたら良いのか
漠然としています。幸福だったと思える人生を送るためにこれからの「生き方」と「逝
き方」について３日間のセミナーを通じて学びます。

受講料
無 料

対　　象　 天草市民。40名程度。（原則として３日間の全講座を受講いただける方）

申込方法　 天草市社会福祉協議会各支所へお申込みください。

締　　切　 平成31年１月15日（火）

１月31日（木）
13：30～15：40

「終活ってなに？
　　　　～エンディングを考える～」

「あなたの遺志をカタチにする
　　　　　　～遺言・任意後見制度～」

「身近に相談～日常生活の備え～」

「人生の終わり方～死の捉え方～」

「幸せの意味を考える」

講義名・講師 会　場日　時

２月22日（金）
14：50～15：40

２月22日（金）
13：30～14：30

２月７日（木）
14：50～15：50

２月７日（木）
13：30～14：40

１
日
目

２
日
目

３
日
目

終活パートナー九州　代表　眞武　純哉 氏

天草公証役場　公証人　羽田　豊光 氏

司法書士・行政書士 上剛司事務所　　 　　　　
司法書士　上　剛司 氏

本渡教会　主任司祭　渡辺　隆義 氏

あまくさ生きがいネット　主宰　山口　誠治 氏

天草文化交流館
２階展示室

天草市民センター
大会議室
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